
中表紙は、写真を選定し今後追加します。

　　平成27年12月10日
　　於：和光純薬工業株式会社
　　　　三重菰野工場

    警防調査

火災発生時に活動が困難と予想される大規模な建築物に対して、効果的な消防活動計
画を策定する事を目的に、事前に対象物の状況等の活動に必要な情報を把握する警防
調査を実施しています。
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　　に、東と南は四日市市に隣接している。

　　　菰野町は、三重県の北西部に位置し、西は鈴鹿山脈を境に滋賀県と接し、北はいなべ市

　　　町の約3分の1を占める山岳地帯は、鈴鹿国定公園に指定されており、御在所岳、釈迦ヶ
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菰野消防のあゆみ

 昭和58年(1983)

 9.30 町議会に常備消防特別委員会設置。

 昭和59年(1984)

 3. 5

 7.19 消防庁舎建設工事着工。

 8.24 日本消防協会より救急車（２Ｂ型）の寄贈を受ける。

10.21 役場庁舎において救急業務開始。（総務課消防防災係16名）

 昭和60年(1985)

 1.31 消防庁舎完成。（コミュニティ防災センターを併設）

 2.14 消防庁舎において試行業務開始。

※  4. 1 菰野町消防本部・消防署発足。

 4. 2 消防庁舎竣工式及び開署式。

 昭和61年(1986)

 3.25 ポンプ車（ＣＤ－Ｉ型）購入。

11.19 普通貨物自動車購入。

 昭和62年(1987)

 2.26 はしご車（30ｍ級）購入。

10.14 （社）日本損害保険協会より救助工作車の寄贈を受ける。

10.28 広報車購入。

 昭和63年(1988)

 4.12 三重県消防職員意見発表会にて最優秀賞を獲得。

 4.21 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

 7.27 消防救助技術東海地区指導会水上の部（溺者救助）にて入賞。

 8.19 全国消防救助技術大会水上の部（溺者救助）にて入賞。

 平成元年(1989)

 1.24 救急車（２Ｂ型）購入。

 4.18 菰野ライオンズクラブより広報車の寄贈を受ける。

 平成2年(1990)

 8. 2 消防救助技術東海地区指導会水上の部（溺者救助）にて入賞。

 8.24 全国消防救助技術大会水上の部（溺者救助）にて入賞。

 平成4年(1992)

 4.10 三重県消防職員意見発表会にて最優秀賞を獲得。

 4.23 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

消防本部に消防課、予防課を置き、消防署に警防課を置く。
定数31名 車両5台

自治省消防庁より昭和59年度における消防本部及び消防署義務設置町村
政令指定（内定）を受ける。
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 平成5年(1993)

12.24 訓練塔敷地造成工事開始。

 平成6年(1994)

 4. 1 菰野町職員定数条例（消防職員）改正。（定数33名）

 4. 8 三重県消防職員意見発表会にて最優秀賞を獲得。

 4.27 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

 平成7年(1995)

 2.16 水槽付ポンプ車（水－ⅠＡ型）購入。

 3.18 訓練塔竣工式。

12.22 消毒室完成。

 平成8年(1996)

 3.18 （社）日本損害保険協会より高規格救急車の寄贈を受ける。

 4.22 緊急消防援助隊旗の伝達を受ける。

12.13 指令車購入。

12.20 菰野町職員定数条例（消防職員）改正。（定数40名）

 平成9年(1997)

 4. 1 菰野町防災行政無線による広報を開始。

 5.15 救急救命士が誕生。

 平成10年(1998)

 2. 4 ポンプ車（ＣＤ－Ⅰ型）購入。

 4. 1 救急救命士業務の運用を開始。

10.15 携帯電話による119番通報受信業務を開始。

11.24 積載車購入。

 平成11年(1999)

 1.21 広報車購入。

 6. 2 救急救命士24時間体制開始。

 8.19 全国消防救助技術大会陸上の部（ロープブリッジ渡過）に出場。

 平成12年(2000)

 4.14 三重県消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

 4.20 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

 平成13年(2001)

 3. 7 高規格救急車購入。

 3.10 新通信指令室の運用を開始。

 平成14年(2002)

 4. 1 消防職員服制改正。
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 平成15年(2003）

 8.27 全国優良消防職員表彰受賞。

12. 6 救急医療功労者知事表彰受賞。

 平成16年(2004）

 4. 1 三重県防災航空隊へ職員1名を派遣(3年間)。

 9. 3～4 三重県緊急消防援助隊野営訓練及び合同訓練を菰野町で実施。

 平成17年(2005)

 8. 3 救急救命士1名が気管内挿管講習及び実習修了。

 8. 8 携帯119番直接受信開始。

10. 1 三重県内消防相互応援協定に基づく境界付近の応援に関する覚書を締結。

 平成18年(2006)

 2.22 高規格救急車購入。

 7.13 救急救命士1名が薬剤投与追加講習及び実習修了。

 平成19年(2007)

 1.30 水槽付ポンプ車（水－ⅠＡ型）購入。

 8.22 全国消防救助技術大会陸上の部（ロープブリッジ渡過）にて入賞。

 平成20年(2008)

 3.14 救助工作車（Ⅱ型）購入。

 3～9 救急救命士3名が薬剤投与追加講習及び実習修了。

 4.11 三重県消防職員意見発表会にて最優秀賞を獲得。

 4.17 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

 8.28 全国優良消防職員表彰受賞。

12.12 指揮車購入。

 平成21年(2009)

 4. 1 三重県消防学校教官として職員1名を派遣(3年間)。

 6.25 救急救命士1名が薬剤投与追加講習及び実習修了。

 8. 1 Eメール119番通報の運用開始。

11.30 耐震性貯水槽第1号が完成。

 平成22年(2010)

 4. 9 三重県消防職員意見発表会にて最優秀賞を獲得。

 4.16 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

12. 2 高規格救急車購入。

 平成23年(2011)

 4.27 火災時における消防活動業務の協力に関する協定を締結。
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 平成24年(2012）

 4. 1 菰野町職員定数条例（消防職員）改正。（定数46名）

 4. 1 三重県消防学校教官として職員1名を派遣(3年間)。

 4.13 三重県消防職員意見発表会にて最優秀賞を獲得。

 4.20 東海支部消防職員意見発表会にて優秀賞を獲得。

 8. 1 位置情報通知システム（統合型）導入。

12.27 広報車購入。

 平成25年(2013）

 8.21 全国優良消防職員表彰受賞

11.18 救急医療功労者知事表彰受賞

 平成26年(2014）

 3.24 はしご車（先端屈折式　30ｍ級）購入。

12. 5 ポンプ車（ＣＤ－Ⅰ型ＣＡＦＳ付）購入。

 平成27年(2015）

 1.31 資機材搬送車購入。

 4. 1 救命サポート事業開始。

 4. 1 菰野町職員定数条例（消防職員）改正。（定数58名）

 8.26 消防支援隊発足。（35名）

11.26 高規格救急車購入。

歴代消防長
　初代 大倉　二郎 自　昭和60年 4月 1日 至　昭和61年 3月31日
　二代 田邊　正男 自　昭和61年 4月 1日 至　平成 3年 3月31日
　三代 藤田    徹 自　平成 3年 4月 1日 至　平成 7年 3月31日
　四代 石原　俊秀 自　平成 7年 4月 1日 至　平成11年 3月31日
　五代 内田　芳隆 自　平成11年 4月 1日 至　平成13年 3月31日
　六代 金津　正義 自　平成13年 4月 1日 至　平成16年 3月31日
　七代 秦　　　隆 自　平成16年 4月 1日 至　平成18年 4月27日
　八代 増田　幸生 自　平成18年 5月 1日 至　平成19年 3月31日
　九代 川嶋　正典 自　平成19年 4月 1日 至　平成21年 3月31日
　十代 内田　眞伸 自　平成21年 4月 1日 至　平成25年 3月31日
十一代 白木　康裕 自　平成25年 4月 1日 現　職
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平成27年中の主な行事

1.11 消防出初式［保健福祉センター「けやき」北駐車場〕

1.22 文化財防火デーに伴う特別消防訓練〔竹成大日堂〕

2.22 防火広報〔町内一円〕

2.23 春の火災予防運動に伴う特別消防訓練〔湯の山介護老人保健施設〕

3. 1～3. 7 春の火災予防運動

4. 5 消防辞令交付式〔農村センター体育館〕

5.19 菰野町防火協会理事会総会〔農村センター研修室〕

5.27 危険物安全週間に伴う特別消防訓練〔エッソ菰野町神森給油所〕

5.31 菰野町水防訓練〔菰野町役場南　三滝川河川敷〕

6.14～6.20 危険物安全週間

6.28 菰野町消防団夏期訓練〔菰野町役場北駐車場〕

7.29 消防救助技術東海地区指導会〔三重県消防学校〕

8.26 菰野町消防支援隊発足式〔消防本部〕

8.30～9. 5 防災週間

8.30 菰野町総合防災訓練〔町内一円〕

9. 1 防災週間に伴う特別消防訓練〔ホテル湯の本〕

9. 6～9.12 救急医療週間

9.20 消防自動車写生大会〔消防本部〕

10. 1 三重県消防職員警防技術交換会〔三重県消防学校〕

11. 8

11. 9～11.15 秋の火災予防運動

11.27 集団救急救護訓練〔消防本部〕

12.28～12.31 年末特別警戒〔町内一円〕

秋の火災予防運動に伴う特別消防訓練〔福王山共有林及び福王神社駐車場周辺〕
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消

防

本

部

署の庶務に関すること。

19.

21.

通信機器の保全に関すること。
通信業務に関すること。

14.
15.
16.

医療機関その他救急関係機関との連絡に関すること。

項に関すること。

気象情報に関すること。
災害情報収集に関すること。
無線局に関すること。
その他通信運用上必要なこと。20.

その他警防・救急業務に関し、他の課に属さない事

署員の配置、勤務及び服務に関すること。

消

防

署
12. 消防活動の状況調査及び報告に関すること。
11.

庶
務
係
・
消
防
係
・
消
防
救
急

係

5. 所掌事務の証明に関すること。
6. 消防の相互応援に関すること。

8.

18.

9. 救急業務に関すること。

救急医療情報案内に関すること。
17.

消防団に関すること。13.

3. 署員及び消防団員の教養訓練に関すること。

消防地理、水利に関すること。

7.

4. 公印及び文書の取扱に関すること。

消防機械器具の整備保全に関すること。
水・火災の警戒及び防ぎょ活動に関すること。

10.

消

防

長

12. 火災の原因調査及び損害の調査に関すること。
13. 課の庶務に関すること。
14. その他予防業務に関すること。

1.

11. 火災の警報に関すること。

予

防

課

予

防

係

5.
6.
7.

9.

火災予防条例に関すること。

12.

他の課の主管に属しない事項に関すること。

13.
四日市市、桑名市及び三重郡菰野町消防通信指令事
務協議会に関すること。

3.

消防団に関すること。

2.

消防本部・消防署の組織・機構及び事務分掌 平成28．4．1現在

1. 儀式及び表彰に関すること。

消
防
総
務
課

消
防
総
務
係

6. 公有財産の管理に関すること。
7. 文書の収受、発送及び保存に関すること。
公務災害補償に関すること。

9. 開発行為の協議及び同意事務に関すること。
10.

防火対象物の立入検査及び指導に関すること。

2.

例規に関すること。

公印に関すること。
3. 組織、人事及び研修に関すること。
4.

4. 違反処理に関すること。

職員の福利厚生に関すること。

予算、決算及び経理に関すること。5.

危険物規制に関すること。

11. 消防手数料に関すること。

8.

22.

防火対象物の表示公表制度に関すること。

建築同意事務に関すること。
10. 事業所の消防計画に関すること。

8. 消防用設備等の指導及び検査に関すること。

2. 署員の非常招集に関すること。

1.

広報及び消防統計に関すること。

15. 課の庶務に関すること。
16.

火災予防思想の普及高揚に関すること。

14.

防火管理者に関すること。
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消防予算 （千円）

　　　　　　　区分
年度

常備消防費 非常備消防費 消防施設費 水　防　費 合　　　計

平成24年度 398,128 35,207 80,118 245 513,698

平成25年度 401,645 39,242 189,765 232 630,884

平成26年度 420,660 41,595 94,947 65 557,267

平成27年度 444,465 42,957 259,525 65 747,012

平成28年度 470,568 39,298 47,989 50 557,905

一般会計予算に占める消防費の割合
　　　　　　　区分
年度

一般会計予算
（千円）

消防予算
（千円）

比　率（％）

平成24年度 11,450,000 513,698 4.5

平成25年度 11,100,000 630,884 5.7

平成26年度 11,344,000 557,267 4.9

平成27年度 12,210,000 747,012 6.1

平成28年度 13,860,000 557,905 4.0

消防費に対する人口・世帯当り額
　　　　　　　区分
年度

人　　口　　（人） 世　　　帯　（戸） 消防費　（千円）
人口　1人当りの
消防費(千円）

１世帯当りの消防
費（千円）

平成24年度 41,171 15,014 513,698 12 34

平成25年度 41,311 15,237 630,884 15 41

平成26年度 41,329 15,387 557,267 13 36

平成27年度 41,419 15,636 747,012 18 48

平成28年度 41,540 15,828 557,905 13 35
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消防力の整備指針と現有消防力の比較

基準数 現有数

2 2

1 1

1 0

3 2

1 1

1 1

9 7

基準数 現有数

消 防 ポ ン プ 自 動 車 (1)

消 防 ポ ン プ 自 動 車 (2)

救 助 工 作 車

救 急 自 動 車 (1)

指 揮 車

救 急 自 動 車 (2)

はしご付き消防自動車

化学消防自動車 【未配備】

3 3

5 4

8 8

76 49

（台）

（人）

0

△ 1

0

0

△ 2

△ 26

0

△ 27

人
　
　
員

消 防 力 の 整 備 指 針 に よ る 区 分 別 算 定

警
　
防
　
要
　
員

60

3人×3部制＝ 9人

3人×3部制＝ 9人

通 信 員

予 防 要 員

                                       合           計

化 学 消 防 自 動 車

救 急 自 動 車
高 規 格 救 急 自 動 車 ⑴
高 規 格 救 急 自 動 車 ⑵

救 助 工 作 車

（ 乗 換 運 用 ）

5人×3部制＝15人

指 揮 車

計

そ の 他 の 人 員

（ 兼 務 運 用 ）

34

5人×3部制＝15人

4人×3部制＝12人

車
　
　
両

消防力の整備指針による基準車両

救 助 工 作 車

指 揮 車

 計

は し ご 付 き 消 防 自 動 車

消 防 ポ ン プ 自 動 車

平成28.4.1現在

比　　較

比　　較

現 有 車 両

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車
消 防 ポ ン プ 自 動 車

は し ご 付 き 消 防 自 動 車

0

0

△ 1

△ 1
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職員階級別・所属別配置状況 平成28. 4. 1現在

消　防
司令長

消防司令
消　防
司令補

消防士長
消　防
副士長

消防士 合　計

1 1 4 2 3 11

1 1 1 1 4

1 17 2 9 5 34

1 3 22 5 10 8 49

職員階級別勤続年数状況 平成28. 4. 1現在

消　防
司令長

消防司令
消　防
司令補

消防士長
消　防
副士長

消防士 合　計

3 3

2 2

1 1

2 1 3

2 2

1 1

1 1 2

1 1

1 1

1 1

1 1 2

1 1

1 2 3

1 1 2

2 2

3 3

5 5

1 1

1 1

1 1

2 2

1 3 5 9

1 3 22 5 10 8 49

12年

13年

15年

16年

8年

9年

10年

11年

19年

27年

14年

17年

28年

29年

22年

21年

23年

6年

7年

合　計

18年

24年

25年

26年

31年

30年

20年

　　　　　　　階級
所属

　　　　　　　階級
勤続年数

消防総務課

予防課

消防署

合　　計

4年

5年

1年未満

2年

3年

1年
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職員階級別年齢状況 平成28. 4. 1現在

年　　齢
消　防
司令長

消防司令
消　防
司令補

消防士長
消　防
副士長

消防士 合　　計

18歳 1 1

19歳

20歳

21歳 3 3

22歳 1 1

23歳

24歳 2 2

25歳 1 1

26歳 1 1

27歳 3 3

28歳 1 1

29歳 3 3

30歳 2 2

31歳

32歳

33歳 1 1

34歳 2 2

35歳 1 1

36歳

37歳 1 1

38歳 1 1

39歳 1 1

40歳 3 3

41歳 2 2

42歳 1 1

43歳 2 2

44歳 2 2

45歳

46歳 2 2

47歳 1 1

48歳

49歳

50歳

51歳 6 6

52歳

53歳

54歳

55歳 2 1 3

56歳

57歳

58歳 1 1 2

59歳

合　　計 1 3 22 5 10 8 49

平均年齢 37.8 歳
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外部研修等派遣状況 平成27年度

　　　　　　区分
派遣先

科　　　　目 期　　　間 人　員

東京研修所 救急救命東京研修所（第49期） 27.9.2～28.3.14 1

消防大学校 消防団教育訓練者育成コース（第1回） 27.12.14～27.12.18 1

特別科　指導救命士養成課程（第1期） 27.12.7～27.12.18 2

特別科　指揮課程（第3期） 27.12.7～27.12.11 2

火災調査科　火災調査課程（第16期） 28.1.18～28.1.29 1

特殊災害科　特殊災害課程（第6期） 27.12.14～27.12.22 1

救助科　救助課程（第25期） 28.1.6～28.2.5 1

中級幹部科（第24期） 28.3.2～28.3.10 1

ＩＣＬＳ（心肺蘇生二次救命処置研修） 27.5.24 1

日本臨床救急医学会 27.6.4～27.6.6 1

ＪＰＴＥＣプロバイダー更新コース 27.7.11 1

ＪＰＴＥＣプロバイダーコース外傷病院前救護研修 27.5.20・27.7.11 2

ＭＣＬＳ（多数傷病者対応研修） 27.8.8・27.8.9 2

ＩＳＬＳ（神経救急蘇生研修） 27.9.5 1

救急コ・メディカルセミナー 27.10.15 3

三重県臨床工学セミナー（初級心電図） 27.10.25 1

全国救急隊員シンポジウム 27.12.3～27.12.4 1

12誘導心電図セミナー 27.12.21 1

ＰＳＬＳ（脳卒中病院前救護講習） 28.1.18 1

ＢＬＳヘルスケア（心肺蘇生一次救命処置研修） 28.2.6 1

ＰＡＬＳ（小児、乳児心肺蘇生二次救命処置） 28.3.12～28.3.13 1

27.7.9～27.7.10 2

27.8.12～27.8.14 1

27.8.26・27.8.28 1

28.1.12～28.1.13 1

28.1.31～28.2.2 3

28.2.15～28.2.17 1

28.2.18～28.2.20 1

アドバンスドロープレスキューⅠ 27.5.25～27.5.26 2

第18回全国消防救助シンポジウム 27.12.18 1

アリゾナボーテックスフレーム講習 28.2.10～28.2.12 2

観光予防セミナー 27.6.30 1

違反是正研修会 27.8.19 1

火災調査研究発表会 27.10.14 1

消防法令違反是正事例研究会 27.10.29 2

製品安全業務報告会 27.11.19 1

高圧ガス講習会 27.11.25 1

東海地区消防機関事故原因究明技術研修会 27.12.11 1

消防設備等保守点検業務研修会 27.12.3 1

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 27.8.19～27.8.21 1

緊急自動車ドライバー安全運転研修 27.11.25～27.11.26 1

救急救命士処置拡大講習

予　　　　防

そ 　の　 他

三重県消防学校

救　　　　急

救　　　　助
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各種訓練実施状況 平成27年度

　　　　　　　　　区分
内容

延　時　間 延　人　数 回　　数

訓 育 11 11 4

法 学 一 般 31 42 11

地 理 及 び 水 利 330 373 123

火 災 予 防 140 172 57

勤 務 要 綱 392 472 136

消 防 行 動 28 126 26

消 防 戦 術 195 446 92

消 防 機 械 546 1,501 333

実 施 訓 練 976 3,199 584

訓 練 礼 式 25 147 13

救 急 学 1,307 948 327

体 育 71 2,269 310

消防本部（署）庁舎の概要 平成28. 4. 1現在

所 在 地 三重県三重郡菰野町大字潤田4418番地    （敷地面積：6226.17㎡）

庁　舎 仮設庁舎

消防署 消防本部 主　塔 副　塔 倉　庫　棟

建 設 年 昭和60年竣工 平成26年竣工 平成7年竣工 平成7年竣工 平成7年竣工

構　  造 RC2階建 鉄骨2階建 RC4階建 鉄骨3階建 鉄骨2階建

建築面積 537.7㎡ 114.4㎡ 39.4㎡ 38.6㎡ 87.6㎡

延床面積 858.4㎡ 226.8㎡ 129.6㎡ 94.3㎡ 175.2㎡

1　  F 528.1㎡ 113.4㎡ 32.4㎡ 32.7㎡ 87.6㎡

2  　F 309.3㎡ 113.4㎡ 32.4㎡ 32.7㎡ 87.6㎡

3　  F (P.H）21.0㎡ 32.4㎡ 28.9㎡

4  　F 32.4㎡

区　　分
訓　練　棟
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通信施設状況 平成28. 4. 1現在

種　　　　類 数量 備　　　　　考

車 載 移 動 無 線 局
（ デ ジ タ ル ）

11局
菰野波1～2・四日市波1～4・桑名波1～3・統制波1～3
主運用波・消防団波 ※広域応援用：主運用波1～6

携 帯 移 動 無 線 局
（ デ ジ タ ル ）

15局
菰野波1～2・四日市波1～4・桑名波1～3・統制波1～3
主運用波・消防団波 ※広域応援用：主運用波1～6

消 防 団 車 載 移 動 無 線 局
（ デ ジ タ ル ）

11局菰野波2・消防団波

消 防 団 携 帯 移 動 無 線 局
（ デ ジ タ ル ）

11局菰野波2・消防団波

半 固 定 無 線 局
（ デ ジ タ ル ）

 4局

こもの200【卓上型】こもの201【可搬型】
こもの202【卓上型】
こもの203【卓上型】役場災害対策室設置
菰野波1～2・四日市波1～4・桑名波1～3・統制波1～3
主運用波・消防団波 ※広域応援用：主運用波1～6

消防救急デジタル無線基地局
活 動 波

 1局
活動波：みえきたしれいこもの（菰野波1～2）
【通信所】こものしょうぼう

三重県消防救急デジタル無線基地局
共 通 波 (菰 野 中 継 所 ）

 1局
みえきょうつうこもの（主運用波・統制波1～3）
【通信所】こものしょうぼう

三 重 県 防 災 行 政 無 線 局  3局衛星局・地上局・可搬型衛星地球局

携 帯 移 動 無 線 局
(署 活 動 用 携 帯 型 ）

33局
こもの310～339・こもの300～302
署活1～2・消防団波

デ ジ タ ル 簡 易 無 線 局
（ 携 帯 型 ）

15台

車 両 運 用 端 末 装 置 Ⅲ 型
( Ａ Ｖ Ｍ )

11台ドコモFOMA回線

救急医療情報システム災害時優先電話  1台携帯電話

救 急 医 療 情 報 シ ス テ ム 端 末 1回線

Ｆ Ａ Ｘ
1回線
2ch
一般用・福祉用

Ａ Ｓ Ｋ メ ー ル 発 信 シ ス テ ム 1式「菰野町行政情報メール」と連動

指 令 セ ン タ ー 用 内 線 電 話 機 1回線三重北消防指令センター連絡用

駆 付 け 通 報 装 置 1回線三重北消防指令センターへ直接通報用(玄関前に設置）

一 般 加 入 電 話
2回線
4ch

救 急 車 積 載 携 帯 電 話  6台

携 帯 電 話  2台本部1・署1

報 知 電 話 （ 1 1 9 ）
7回線
14ch

固定電話・携帯電話・ＩＰ電話

順 次 指 令 装 置
6回線
12ch

指令台連動

消 防 テ レ フ ォ ン ガ イ ド
1回線
2ch
指令台連動 NTTテレトーキにより同時に5回線受信可能

F Ａ Ｘ 1 1 9 1台

指 令 メ ー ル 1式火災指令メール

Eメ ー ル 1 1 9受 信 装 置  2台

三
重
北
消
防
指
令
セ
ン
ター

菰
野
町
消
防
本
部
・
消
防
署

※三重北消防指令センターは菰野町消防本部、四日市市消防本部、桑名市消防本部が消防通信指令
　事務を共同運用しています

14



現有消防車両 平成28. 4. 1現在
　　　　　　区分
車種

車 名 規格等 登録番号 登録年月日 排気量(㏄) 車両重量(㎏)

は  し  ご  車 日    野 30m級 三重800は1877 H26. 3.19 8,860 18,790

救 助 工 作 車 日    野 Ⅱ 型 三重800は1347 H20. 3.13 7,680 11,140

水槽付ポンプ車 日    野 水-IA型 三重800は1184 H19. 1.29 6,400 7,560

ポ  ン  プ  車 日　　野
CD-I型
(CAFS付)

三重800せ   6 H26.12. 4 4,000 5,880

救 急 1 号 車 日　　産 高規格 三重830せ1511 H27.11.17 3,490 2,880

救 急 2 号 車 日　　産 高規格 三重800す7167 H22.12. 2 3,490 2,850

救 急 予 備 車 日　　産 高規格 三重800す2244 H18. 2.20 3,490 2,900

査　　察    車 ト ヨ タ ワゴン 三重800す5463 H20.12.11 1,980 1,660

広    報    車 ト ヨ タ ワゴン 三重800す8616 H24.12.27 2,690 2,120

積    載    車 いすゞ 2t 積 三重800せ 127 H27. 1.29 2,990 2,740

 2台

消防水利状況 平成28. 4. 1現在

菰　野 鵜川原 竹　永 朝　上 千　種 合　計

 管   径   50   ㎜ 以 下 5 1 2 8

 管   径   75   ㎜ 171 81 98 121 110 581

 管   径  100   ㎜ 149 44 37 104 75 409

 管   径  150   ㎜ 以 上 159 61 36 84 82 422

合             計 484 186 172 309 269 1,420

容 量 20 ㎥ 未 満 2 2 7 2 13

容量20㎥以上40㎥未満 22 3 7 13 4 49

容 量 40 ㎥ 以 上 4 2 1 5 8 20

耐 震 性 貯 水 槽 40㎥ 7 1 1 2 2 13

耐 震 性 貯 水 槽 100㎥ 1 1 1 1 1 5

プ      ー      ル 4 1 1 2 1 9

合              計 40 8 13 30 18 109

河              川 53 12 9 75 52 201

池 10 2 3 22 12 49

合              計 63 14 12 97 64 250

消
火
栓

防
火
水
槽

自
然
水
利

　　　　　　　　　　　地　区
水　利

15



応急手当普及啓発活動実施状況
　菰野町消防本部では平成7年度から応急手当の普及啓発活動実施要綱に基づく普及活動を実施しており、

止血法や固定法などを学ぶ救急講習、心肺蘇生法とＡＥＤの取り扱い方法を学ぶ普通救命講習、各区や事

業所などで普通救命講習を開催できる指導者を養成する応急手当普及員講習などを開催しています。

回  数 受講者数 回  数 修了者数 回  数 修了者数

平 成 7 年 度 10 351 5 93

平 成 8 年 度 16 330 7 78

平 成 9 年 度 18 384 10 130

平 成 10年 度 12 310 8 90

平 成 11年 度 14 942 8 142

平 成 12年 度 14 382 11 206

平 成 13年 度 9 257 13 151

平 成 14年 度 9 396 24 408

平 成 15年 度 14 592 13 197

平 成 16年 度 17 828 16 263

平 成 17年 度 9 1,094 33 480 1 12

平 成 18年 度 15 734 59 840 5 60

平 成 19年 度 16 461 60 989 3 57

平 成 20年 度 4 226 71 1,013 4 72

平 成 21年 度 11 262 44 592 3 45

平 成 22年 度 7 302 35 512 2 38

平 成 23年 度 9 319 45 699

平 成 24年 度 11 468 39 628 2 26

平 成 25年 度 6 276 37 571 1 29

平 成 26年 度 17 459 45 564 3 28

平 成 27年 度 21 526 47 636 3 42

合　　    　計 259 9,899 630 9,282 27 409

救 急 講 習 普 通 救 命 講 習 応急手当普及員講習
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）

江 野 区

福 松 区 （

人 ）

奥 郷 区 （ 10

（ 37

人

計 8 団 総員
18

188 人
岡 区

人 ）

人

）

人

人

）

）

）

）

）

）

）

）

（ 13

千 種 地 区 三 滝 園 区 （ 41

34潤 田 区 （

人

切 畑 区 （ 4

千 草 区 23

12

（ 10一 本 木 団 地

音 羽 区 （

青 葉 台 区

（日 丘 区 12

（ 人

人

人

人

（

9

美 山 区

人

田 口 新 田 区 （ 14 人

（ 26 人

）

）

）

）

田 口 区 （

）

松 涛 園 区

（ 21 人

（ 12 人

小 島 区

榊 区 （ 人

人
34 人

竹 永 地 区 竹 成 区

計 2

）

11 人 ）

）

13

12 人

団 総員
永 井 区 （

45

諏 訪 区 （

（

）

吉 沢 区 （ 10 人 ）

9 人

団 総員
）

15

76 人

鵜 川 原 地 区

計 6
（

人 ）

）

15 人 ）

人

大 強 原 区 （

下 村 区 （

15 人

福 村 区 （
計 6

池 底 区

）

神 森 区 （ 14 人 ）

40
団 総員 262 人

菰 野 地 区 菰 野 第 三 区 （ 138

14 人

）

宿 野 区 （ 18 人 ）

人

朝 上 地 区 婦 人 消 防 隊 （

）

菰 野 第 一 区 （ 38 人 ）

神 明 区 （

⑵ 自 警 団

合計 32 団 701 人総員

昭和42年4月　1日結成 166

140

）

人 ）

人 ）

77 人 ）

68 人（ 昭和58年6月　1日結成

合計 5 隊 総員 830 人

⑴ 婦 人 消 防 隊 竹 永 地 区 婦 人 消 防 隊

鵜川原地区婦人消防隊 （ 昭和40年3月20日結成

9 人

千 種 地 区 婦 人 消 防 隊 （ 昭和57年4月21日結成

川 北 区 （

人

自主防災組織         平成28. 4. 1現在

菰 野 地 区 婦 人 消 防 隊 （ 昭和43年4月21日結成 379 ）

朝 上 地 区

計 10 団 総員 130 人
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平成28. 4. 1現在

地 区 名 名　　称 所　　在　　地  電話番号 収容人員

グリーンホテル 大字千草7054-173 059-392-3111 40

神明区公会所 大字菰野8475-22 059-392-2436 32

大 羽 根 園 大羽根園自治会公会所 大羽根園並木通4 059-394-1884 62

茶屋の上公会所 大字菰野9743 16

菰野第一区第一公会所 大字菰野9007 059-393-2116 29

菰 野 第 二 区 菰野第二区公民館 大字菰野2203-1 059-394-0940 80

南部公民館 大字福村148 059-393-1991 212

第三区民栄会館 大字菰野1419-8 059-394-0986 25

川原町集会所 大字菰野1778 18

宿 野 宿野公会所 大字宿野230-1 059-394-0913 65

福 村 福村公会所 大字福村272 059-394-2744 56

神 森 神森集落センター 大字神森705 059-394-1984 33

大 強 原 大強原公会所 大字大強原3482-1 059-394-6237 47

下 村 下村公会所 大字下村2166-3 48

川 北 川北公会所 大字川北563 059-393-2074 81

池 底 池底集落センター 大字池底1152 059-394-1127 41

吉 沢 吉沢集落センター 大字吉沢1792-2 059-394-1269 44

諏 訪 諏訪公会所 大字諏訪3822 059-394-2904 63

竹 成 竹成区公会堂 大字竹成2116 059-396-1880 84

永 井 永井集落センター 大字永井3832 059-396-1707 34

田 光 田光公会堂 大字田光2066 059-396-0127 90

杉 谷 杉谷公会所 大字杉谷2580 059-396-2319 66

榊 榊公会所 大字榊303 16

松 涛 園 松涛園公会所 大字小島417-185 36

小 島 小島集落センター 大字小島1687-1 059-396-4118 33

田 口 新 田 田口新田公会所 大字田口新田2256 42

美 山 美山区公会所 大字田口新田232-32 13

田 口 田口公会所 大字田口2493 56

日 丘 日丘区公会所 大字田口新田117-66 16

切 畑 切畑公会所 大字切畑578-8 12

根 の 平 根の平公会所 大字根の平114-1 10

一 本 木 団 地 一本木公会所 大字榊895-44 24

緊急避難所

神 明

菰 野 第 一 区

菰 野 第 三 区
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地 区 名 名　　称 所　　在　　地  電話番号 収容人員

青 葉 台 青葉台公会所 大字杉谷1572-187 118

千草公会所 大字千草2763 059-394-6280 152

千草区区民センター 大字千草2510 80

音 羽 音羽公会所 大字音羽585-1 94

潤 田 潤田集落研修センター 大字潤田499 239

三 滝 園 三滝園公会所 大字潤田650-177 78

岡 岡公民館 大字千草4127-10 170

福 松 福松構造改善センター 大字千草5364-16 059-394-5194 126

奥 郷 奥郷構造改善センター 大字千草6368-2 059-394-3773 129

江 野 江野区公会所 大字千草7045-897 059-392-2105 112

緊急避難所…有効スペース3㎡×1人

地 区 名 名　　称 所　　在　　地  電話番号 収容人員

菰 野 地 区
菰野地区
コミュニティーセンター

大字菰野1418 059-394-5333 21

朝 上 地 区
朝上地区
コミュニティーセンター

大字田光4291 059-396-0001 22

千 種 地 区 農村環境改善センター 大字潤田4418 059-394-3444 17

有効スペース(和室）3㎡×1人

◎緊急避難所を補完する施設とは、緊急避難所で受け入れ出来ない避難所及びキャンプ場宿泊者を受け入

　れる場合に利用する。

地 区 名 名　　称 所　　在　　地  電話番号 収容人員

菰野町Ｂ＆Ｇ海洋センター 大字菰野4775-1 059-394-3177 381

菰野小学校 大字菰野1490 059-393-2006 288

菰野中学校 大字菰野1192 059-393-2112 357

菰野高等学校 大字福村870 059-393-1131 382

鵜 川 原 地 区 鵜川原小学校 大字大強原913 059-393-2118 183

竹 永 地 区 竹永小学校 大字竹成2598-2 059-396-0009 198

朝上小学校 大字田光66 059-396-0004 294

八風中学校 大字田光3808-18 059-396-0012 338

千 種 地 区 千種小学校 大字千草3861 059-394-2590 333

収容避難所…体育館等3㎡×1人

千 草

菰 野 地 区

朝 上 地 区

風水害時における緊急避難所を補完する施設

収容避難所
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地 区 名 名　　称 所　　在　　地  電話番号 収容人員

菰野保育園 大字菰野2098 059-393-2135 27

菰野西保育園 大字菰野8870 059-394-0884 54

菰野幼稚園・菰野東保育園 大字菰野1485 059-393-1179 78

鵜 川 原 地 区 鵜川原幼稚園・鵜川原保育園 大字大強原829-1 059-393-2405 38

竹 永 地 区 竹永幼稚園・竹永保育園 大字永井59 059-396-0527 56

朝上保育園 大字田光3306-2 059-396-0114 44

朝上幼稚園 大字田光4293 059-396-4774 41

千 種 地 区 千種幼稚園・千種保育園 大字音羽2240 059-393-2406 58

◎収容避難所を補完する施設とは、収容避難所の収容能力を超える被災者を受け入れる場合に利用する隣

　接の保育園・幼稚園で、収容人数は、ホール3㎡×1人。

収容避難所を補完する施設

菰 野 地 区

朝 上 地 区
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